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医療機関向けＤＶ被害者対応マニュアルの構成案 

 

●DV 防止法について（関係法令を含む） 

 

 

現行マニュアル 

１ DV 防止法について 
21 DV 防止法の概要 

22 ストーカー規制法の概要 

23 児童虐待の発見・通告 
資料編 

 

を統合し、必要な部分をわかりやす
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●DV とは 
 

 

 

現行マニュアル 
２ DV とは 

９ DV について 

10 DV が健康に及ぼす影響 
11 DV が子どもに及ぼす影響 
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●医療機関における DV 被害者への対応の流れ 
（フローチャート） 
 

 

 
 現行マニュアル 
 
６ 医療関係者の対応例 

 12 医療機関における具体的な 
取組 

 13 スクリーニング（問診） 
 15 DV を打ち明けられたときの 
   受け答えと対応 
 16 アセスメント 
 17 支援 

 

を統合するとともに、フローチャー

ト図の挿入などわかりやすく記載 
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●医療関係者の役割 
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現行マニュアルを活かし、わかり

やすい記載を工夫 
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 現行マニュアル 

 
７ DV の通報先 

資料編「道内の関係機関」 
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●してはいけない質問と対応 
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●DV カード 
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